
エッセイ

スペインの折り紙 ウナムーノのPajarita の由来 ・推定復元の試み

稲賀繁美

石造 りの店のシ ョー 。ウィン ドーを眺めていると、不思議 なものが 日にはいつた。 どう

みて も日本製の折 り紙が、陶上の焼 き物 となって飾 られていた。説明をみ ると、ウナムー

ノの発案になる 「小 さな鳥」pajaritaと書いてある。スペインの古い都、サ ラマンカで教

鞭 を執っていた ときの出来事だつた。

サラマンカ大学は、 13世 紀始めにはローマ教皇 より承認 され、ボ ローニャ、パ リと並

んで、 ヨー ロッパ最古の大学のひ とつ として歴史に名を残す。バ ロックの風格を残す旧市

街はユネスコ世界遺産にも登録 されている。スペインで一番美 しい広場 と呼ばれ る、市内

中央のマ ヨール広場か ら、南にフォン ・セカ修道院へ と至 る石畳 を右 に入 つたあた りに、

ミグル ・デ ・ウナムー ノの住んでいた家屋が保存 され、記念館 となつている。 ウナムー ノ

(Miguel de unamuno y Jugo 1864‐1936)は、オルテガ 。イ ・ガセ とともに、近代スペイ

ンを代表する哲学者 として著名で、1900年 か ら 1914年 まで、サ ラマンカ大学の学長 も務

めた経歴をもつ人物だ。

そのウナムーノには 「紙でできた小 さな鳥の解剖」(1902)と称するユーモラスな文章が

知 られている。そ こで哲学者 は、四角な紙を折 つて作 られた造形 を、プラ トンのイデア、

すなわち現象界の雛形にして不在の理想、に託す。幾何学 とい う 「種 」に属するこの小鳥は、

イデアたちの棲む造形的な宇宙か らの使者である、 とい うわけだ。問題の 「小 さな鳥 」は、

形状 としては、 日本では 「大 」として知 られ る折 り紙 と同類の もの。かれの 「創作 」は こ

の祖形 とその応用に限 られるようだ。

その後、ウナムー ノは、セルバ ンテスの描いた 『ドン ・キホーテ』にスペイン人の倫理

や人生観 を読み解いた (1904)が、1914年 には反政府的な思想が問題 とされて、サ ラマ ン

カ大学学長を罷免。 さらに 10年 後の 1924年 には、 リベ ラ独裁政権 を批判 してサラマンカ

か らの追放を言い渡 され、フェルテ ・ペン トウーラ島に幽閉 されたのに続 き、1930年 にま

で及ぶフランス亡命 を余儀なくされた。独裁政権の崩壊に ともない、サラマンカに戻つた

ウナムー ノは、1934年 、終身総長の名誉を得 るが、その晩年、1986年 にスペイン内戦が

勃発するや、反戦を説いたため、大学を追放 され、自宅に軟禁 され、失意のまま、72年 の

生涯を閉 じた。

この反骨の哲人が、はた して 日本か ら密かな発想を得て pajaritaを発案 したのか、それ

ともプラ トンのイデアの世界か ら直接啓示を受けて、鳥の幾何学的原型を構想 したのかは、

定かではない。お もしろいのは、ウナムー ノお じさんが、小鳥の性別 を創 り分けていた事

実だろ う。雄、雌 につづいて、両性寓有のヘルマフロデ ィタ、さらには無性の鳥、 とい う

4種 類の亜種 ?を 折 り分けてみせている。 日本でいえば、平安以来 といわれ る雄蝶 ・雌蝶

の縁起物に、折 り紙の起源が遡 られることも思い出され る。

サ ラマ ンカの市民は、かれ らの敬愛す るウナムー ノ先生が 「折 り紙 」の発 明者 と信 じ

て疑わない。 日本 に も同 じよ うな ものがある、 といつて も首を傾 げ るばか り。その ウナ

ムー ノが亡命 したパ リでは、スペイン趣味で有名 だつた肖像画家のカ ロリュス ・デュラン

(1883‐1917)が 《幸せ作 り》(1870:デ トロイ ト美術館 )と い う絵 を描いていた。 日本の折

り紙の 「大 」が、生きた鶏鵡 とご対面 している。その様 を見て喜ぶ赤ん坊の姿に、家族が

微笑んでいる。絵柄か らは、すでに同時代のパ リで 「犬 」が 「鳥 」に変貌 して理解 されて

いたことが知 られ る。作品の主題は、ロココの時代の 「アモール を売る女」(ダ ヴィッ ドの

師だつたヴィヤンの作例などが知 られる)の延長上にあるものといえようか。知 られるように、
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カ ロ リュス ・デ ュランは、 日本趣味のサークル とも密接 な接触 をもつていた。 とすれ ば、
日本経 由の折 り紙がカロリュス ・デ ュランの絵などを通 じて、パ リ滞在中のウナムー ノの
脳裏に刻まれ、そ こか らやがて 「小 さな鳥 」が生まれお ちた、 とぃった経緯 も、あるいは
推定復元できよ うか。 もつともこれは、スペイン起源 を唱える論者には、 とても承諾でき
ない推論ではあるのだが。

折 り紙の 日本起源に執拗 に拘 るのは筋違い とい うものだろ う。正方形の紙を幾何学的に
折 りたたむ とい う操作が潜在的に秘めている造形的可能性。それが極東では折 り紙 として

特異 な発達を見せ、ユーラシア半島の西端のスペインでは、孤高の哲学者に、プラ トンの

理想世界の設計図を垣間見 させた。 こうして、いわば特殊 日本的な遊技が、人類史的な寸

法で普遍性 をもつたメ ッセージヘ と飛躍 した、 ともいえるだろ う。 日本の 「犬 」は、スペ

インで 「鳥 」となつて大空に飛翔 した。

サ ラマ ンカには、近年 日本企業の献金 もあつて 日西文化会館が開館 している。折 り紙 を

通 じた、 日本 とスペイン語圏の文化交流が、サラマンカを拠点 として、またあ らたな羽ば

たきを見せて くれ ることを祈 りたい。

2008今i4リロ 26 日

両性 具有

ウナムーノ発案の 「小鳥Jの 折 り紙

カ リュロス ・デュラン 《幸せ造 り》
1870年 、カンヴァスに油彩、デ トロイ ト

インスティテュー ト・オブ ・アー ト

ホセ ・ソラノによるウナムーノの肖像
(1933年)国 立ソフィア妃芸術センター所蔵




